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特集で精神医学研究の進歩を専門分野ごとに数年おきにまとめて記録に残すこ

とは精神医学・医療の発展に不可欠であり，本誌がこの企画を今後も計画的に継

続していくことが必須であるという想いがこの特集の原稿を拝読して一層深くな

った。今回の特集，「内因性精神疾患の死後脳研究」は長年直接研究に従事して

こられた方々によるレビューであり，微細な器質的病変が想定されながらも近年

まで見出されてこなかった統合失調症の微細な器質異常や機能性精神障害と考え

られてきている気分障害の神経細胞構築や血管の変化の詳細な実態が明らかにさ

れている。この精緻なレビューが知識の整理と今後の研究に活用されるばかりで

なく，他の分野への影響も計り知れないはずである。疑問点やご意見があれば

Letters to the Editorにお送りいただきたい。

個々の症例の臨床症候を良く診ないで，マニュアル的な診断に終始した臨床デ

ータベースに基づく診断マニュアルも治療ガイドラインも怪しくなるという，巻

頭言で指摘されている危惧は，その診断基準で行われた研究成果にも及ぶことに

なり，さらには，現在の ICD-Ⅺや DSM-Ⅴの改定議論にも及ぶことになる。な

ぜなら，DSM-Ⅳでは気分の変動が認められると，たとえシュナイダーの一級症

状があっても精神病症状を有する気分障害と診断することが可能であり，この基

準で診断された臨床データをもとに神経病理，脳画像，遺伝子解析研究などが実

施されている。わが国では DSM診断に基づきながらも，まだ，臨床精神病理学

に依拠する従来診断が併用されていることが多いので，DSMよりも狭く診断さ

れている可能性がある症例を対象に，精神疾患についてのバイオマーカー研究が

推進されている可能性がある。ドイツでこのような議論が起こっていないのか，

寡聞にして承知していないが，DSM一辺倒とも聞くので，わが国で行われた研

究成果を ICD-XIや DSM-Ⅴに是非反映させる運動を起こしたいものである。

今月号掲載の投稿論文には，ドネぺジルとスルピリドの併用による副作用，内

観療法とストレス対処行動の変化，統合失調症の認知機能リハビリテーションの

報告など，まさに臨床での経験に根ざした玉稿が集まったことに改めて感謝した

い。

三寒四温などと優雅に表現するどころではなく，真冬と初夏が交互に繰り返す

ような早春を迎えていますが，くれぐれもご自愛下さい。

(M.M.)
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